
施設要覧 

 

福岡少年院 

〒８１１－１３４６ 

 福岡県福岡市南区老司４－２０－１ 

    TEL：０９２－５６５－３３３１ 

    FAX：０９２－５６４－１０１７ 

◇平日の標準的な日課 

   ７：００ 起床、朝食 役割活動 

   ８：３０ 学習 

   ９：１５ 朝礼、職業指導、教科指導 

  １２：００ 昼食、余暇時間 

  １３：００ 職業指導、教科指導、運動、体育、 

         個別面接 

  １７：００ 夕食、役割活動 

  １８：００ マインドフルネス 

  １８：１５ 集会活動、専門学科、補習教育 

  １９：００ ニュース視聴 

  １９：３０ 日記記入  

  ２０：００ テレビ視聴、余暇時間 

  ２１：０５ 就寝 

◇年間の主な行事 

１月 成人式 

２月 サッカー大会 

３月 中学校卒業 

     証書授与式 

４月 花まつり 

６月 ソフトボール大会 

 ７月 プール開き 

 ８月 盆法要 

 ９月 水泳記録会 

１０月 運動会 

１２月 クリスマス会 

Fukuoka Juvenile Training School 

 Since 1937 
運動会 

社会貢献活動 

母の鐘 

 課業開始時・終了時に母の鐘を鳴らします。この鐘

は、昭和33年に篤志家の方から寄贈を受けたもの

で、これを記念とした次の歌碑も当院前庭に建立され

ています。 

    若きらの こころ清めて 帰る日を 

           待つ母も聞け いま鳴る鐘を 

 

朝礼 



◇福岡少年院の沿革と現在 
昭和１２．１２ 司法省告示第２５号により設置が決定 

昭和１３． １ 財団法人福岡県連合保護会「至正塾」の敷地、建物を 

        借用して全国第４番目の少年院として発足 

昭和２５． ６ 法務府告示により初等・中等・特別・医療少年院の指定 

昭和４７．１０ 運輸省認可による「紫明ヶ丘自動車整備学校」を開設 

昭和５２． ５ 少年院の運営改善施策により、生活指導課程、教科教 

        育課程を設置 

昭和５６．１０ 全面改築に着手、庁舎等改築、その後も順次改築 

平成 ８．１０ 福岡県指定「紫明が丘ケアスキルセンター」設置  

平成１１． ４ 「育児・福祉実践教室」を開講 

平成２７． ６ 少年院法改正に伴い、新たな矯正教育課程が指定  

平成３０． ３ 九州大学法科大学院との連携 

平成３０． ４ 高等学校卒業程度認定試験重点指導コース設置 

令和 ４． ４ 少年法改正に伴い、新たな矯正教育課程が指定 

令和 ４． ７ 短期義務教育課程及び短期社会適応課程を設置

◇入院から出院までの主な教育内容 

 3級 おおむね２か月（短期はおおむね４週間） 
   情緒安定・問題確認・導入の心構え 

○ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ ○行動訓練 ○体育 

○課題作文 ○日記指導等 

＊健康診断 ＊個人別矯正教育計画作成 

○職業生活設計指導（ＰＣ操作能力） 

2級（前・後期）おおむね6か月（短期はおおむね８週間） 

①健全なものの見方・態度の醸成 

②学習態度・勤労習慣の形成 

③職業能力の開発、将来の生活設計 

【生活指導】 

  ○基本的生活訓練 ○問題行動指導 

  ○被害者心情理解指導 ○保護関係調整指導 

  ○進路指導   ○治療的指導 

  ○特定生活指導（被害者、薬物、性、交友、暴力、家族、 

             成年） 

【職業指導】 

  ○職業生活設計指導 

    ・職業生活技能向上指導科（農園芸コース） 

    ・職業生活設計指導プログラム     

  ○職業能力開発指導 

    ・製品企画科（アグリコース） 

    ・生活関連サービス科（サービスコース） 

    ・自動車整備科（自動車整備士養成） 

  ・総合建設科（建物設備コース） 

  ・介護福祉科（介護職員初任者研修） 

  ・資格取得（危険物取扱者、小型車両系建設機械運転 

   特別教育）  

【教科指導】 

  ○義務教育指導  ○補習教育指導 

  ○高等学校教育指導(高等学校卒業程度認定試験重点 

    指導コース設置） 

【体育指導】 

  ○シーズンスポーツ 

【特別活動指導】 

  〇誕生会、役割活動 
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 右上：総合建設科 

 右中：介護福祉科 

 右下：製品企画科 

 下 ：自動車整備科 

◇保護処分の流れ 

１級 おおむね３か月（短期はおおむね８週間） 
  生活設計・院生活の総括 

【生活指導】 

  ○個別面接 ○進路指導 〇保護者参加型プログラム 

  〇セカンドチャンスとの座談会 

 【職業指導】 

  ○製品企画科（勤労習慣形成） ○基礎的知識講座 

  ○キャリアカウンセリング講座 

 【特別活動指導】 

  ○育児福祉実践教室 ○読書フォーラム  

  ○知的障がい施設活動、介護施設活動、地域施設清   

   掃等 〇デイキャンプ 

 ☆院外教育（保護観察所訪問） 

 ☆就労支援・修学支援 

  福岡少年院の対象在院者 

第１種及び第５種少年院 

社会適応課程Ⅰ（Ａ１）・・社会適応上の問題がある者 

短期社会適応課程（ＳＡ）・・早期改善の可能性がある者（中学生以上） 

義務教育課程Ⅱ（Ｅ２）・・義務教育を修了していない者 

短期義務教育課程（ＳＥ）・・早期改善の可能性がある者（中学生） 

保護観察復帰指導課程Ⅰ（Ｐ１）及びⅡ（Ｐ２） 

・・保護観察再開に向けた社会適応上の指導を要する者 


